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昭裕め年 11月発行 役場企画室 編集



(2) 報広町和

代的穣曾(之

日召

鉄筋コンクリー卜 4階建

学校用地総面積 3 1，6 4 5. 10m2 
( 9.5 7 2坪〉

建物敷地面積 7， 5 3 4. 0 2 m2 
( 2， 2 7 9坪〉

運動場面積 24， 1 1 1. 0 8 m2 
( 7， 2 9 3坪〉

1階面積 1，08 7. 80m2 職員室・応接室・放送室・給

食室・会議室・相談室・保健

室・更衣室・美術室・技術教室

普通教室 4・視聴覚室・家庭

科・資料室

普通教室 4 ・図書室・生徒会

室・被服室

普通教室 3・音楽室・理科室 2

8 3 2. 3 9け1，2

11 

施設の概要

2階面積

3階面積

老
朽
化
と
都
市
化
の
進
む
人
口
急
増
で
移
転
新
築

K
迫
ま
ら
れ
て
い
た
押
原
中
学
校
舎
が
関
係
各
位
の

C
協
力
に
よ
り
予
定
ど
う
り
無
事
工
事
が
終
り
、
十

月
二
十
九
日

K
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
十
一
月
一
日
よ

り
新
校
舎
で
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

総
工
費
五
億
三
千
余
万
円
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

四
階
建
の
乙
の
校
舎
は
、
町
の
将
来
と
生
徒
の
増
加

を
考
え
、
当
面
の
予
測
生
徒
数
九

O
O
人
(
う
ち
八

教
室
増
築
を
含
む
)
を
推
定
し
た
規
模
の
も
の
で
、

健
街
、
教
室
内
と
も
明
る
い
近
代
的
建
物
で
運
動
場

規
模
、
教
育
設
備
と
も
県
下
の
代
表
的
芯
中
学
校
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
二
十
五
年
に
建
て
ら
れ
、
昨
年
度
ま
で

数
多
い
事
業
生
を
送
り
出
し
た
旧
押
原
中
学
校
は
、

危
険
校
舎
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
度
内
に
取
り
壊
さ

新校禽に移転

ん'4階面積

テレビ放映もできる放送室

τ土=

戸

旧校舎で勉強した思

い出

新校舎に入った感想

を一言づっ語ってL、
ただきました。

押原中 3年

薬袋由仁

い
よ
い
よ
新
校
舎
で
の
授
業
が
始

ま
っ
た
。
見
る
物
す
べ
て
が
新
し
す

ぎ
て
何
か
親
し
み
を
感
じ
な
い
点
も

あ
る
が
、
心
が
わ
く
わ
く
し
て
き
わ

析
す
に
は
い
ら
れ
な
い
。

卒
業
す
る
ま
で

K
新
校
舎
へ
は
い

れ
な
い
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

の
で
、
う
れ
し
さ
も
倍
に
な
っ
た
。

早
く
乙
の
環
境
K
慣
れ
て
学
校
生
活

を
楽
し
く
す
C
し
た
い

室科理

押原中 1年

鷹野百合子

旧
校
舎
を
あ
と
に
し
て
、
ま
ち
に

ま
っ
た
新
校
舎
に
移
り
ま
し
た
。

勉
強
を
し
て
い
て
も
み
ん
な
の
顔

が
、
生
き
生
き
と
見
え
て
毎
日
が
と



れ
る
予
定
で
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
立
派
な
新
校
舎
に

移
っ
た
喜
び
の
反
面
、
長
年
に
わ
た
り
数
々
の
思
い

出
を
残
し
て
去
る
旧
校
舎
K
い
ち
ま
つ
の
き
び
し
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

報

明るい涯
押原中学校

広町和昭(3) 

数々の思い出を残した旧校舎

建築中の新校舎

ガステーブル、水道など整った家庭科室

て
も
楽
し
く
思
え
ま
す

Q

乙
の
学
校

で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
新
し

い
気
持
ち
で
中
学
校
生
活
を
有
意
義

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
心
が
け

て
い
ま
す
。

押小PTA会長
山下譲ニ

巾広い音楽室

新
校
舎
へ
入
っ
た
生
徒
の
み
な
さ

ん
お
め
で
と
う
。

思
い
お
こ
せ
ば
私
た
ち
は
、
今
は

取
り
壊
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
旧
校
舎

が
新
築
さ
れ
た
昭
和
二
十
四
年
に
今

の
み
な
さ
ん
と
同
じ
気
持
で
入
り
ま

し
た
。時

代
の
流
れ
と
は
申
せ
、
戦
後
の

混
乱
期
で
あ
っ
た
当
時
「
木
造
二
階

建
の
旧
校
舎
は
近
隣
市
町
村
で
本
代

表
的
な
校
舎
で
し
た
。

こ
の
校
舎
に
入
っ
た
時
、
現
在
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
と
は
違
う
、

木
造
づ
く
り
特
有
の
木
の
香
り
が
教

室
内
K
漂
っ
た
こ
と
が
今
で
も
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

立
派
な
建
物
、
教
育
施
設
の
整
っ

た
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
し
っ
か

り
勉
強
し
、
将
来
、
町
を
背
負
う
人

と
な
っ
て
下
さ
い
。
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町に

7
億

8
千
万
円
の
ゆ
く
え

定
@
瓦
克
也
ぷ
k
o
t
z
。，
AZφ
疋官。
t
z
d
J
A

~χx>cく〉

町
で
は
毎
年
三
月
の
萎
E
で
、
そ
の
年
の
予
算
を

決
め
、
ど
の
よ
う
な
事
堂
木
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
く
か
を
決
め
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
一
年
間
行
な
わ
れ
た
諸
事
土
木
K
使
っ

た
お
金

を

養
z
k
報
告
し
、
承
認
さ
れ
た
も
の
を
み

な
さ
ん
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
隻
度
は
歳
入
総
額
七
億
八
千
四
十
五
万

円
に
対
し
、
中
学
校
舎
建
設
事
業
費
を
中
心

K
歳
出

総
額
七
億
七
千
四
百
十
一
万
円
で
差
引
六
百
三
十
三

万
円
を
翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し
た
。

以
下
五
十
年
度
町
の
決
箪
状
況
を
報
告
い
た
し
ま

す。

報広

種 類 収入額 構成比

町 税 1億 57 0 4万円 20%  

地 方 譲 与 税 470 1 

自動車取得 交 付 金 717 l 

地 方 うと 付 税 2億 24 6 7 2 8 

交通安全対策 特別交付金 7 9 1 

分担 金 . 負 担金 488 5 6 

使用料 手 数料 670 l 

国 庫 支 出 金 1億 24 9 5 1 6 

県 支 出 金 5 1 1 6 6 

財 産 収 入 2 O 

寄付金 . 繰 入金 O O 

繰 越 金 668 1 

諸 収 ，入 1 4 8 0 2 

町 債 1億 32 9 2 1 7 

i口~ 言十 7億 80 4 5万円 100 

町

一般会計7億 8.0 4 5万円

和日百

たお金てコはし、

定
ば
こ
消
費
税
・

l

町

税

は

ど

の

く

ら

い

か

l

私
た
ち
が
毎
日
吸
う
た
ば
こ
や
、

日
常
生
活
に
か
か
せ
な
い
電
気
K
は

そ
れ
ぞ
れ

K
税
金
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
乙
の
税
金
を
、
た
ば
こ
消
費

税
-
電
気
税
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
税
の
中
か
ら
一
部
町
K

還
元
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
額
は
五
十

。χxxxに心Cα》

たばこ消費税は町にど

のくらいもどったか

世帯 1，6 8 8戸

( 2 3， 2 6 7円〉

( 9 2，7 6 6円)

私したちは昨年どのくらい

税金を納めたでしょう

5 0年 1月現在

人口 6，7 3 0人

1人あたりの税金

1世帯 υ 

6，516円
1，634円

一世帯あたり
a人あたり

対前年度比較

〈町税収納 状 況 〉

千
万
円
が

年
度
の
た
ば
こ
消
費
税
、
電
気
税
を

合
わ
せ
ま
す
と
一
千
六
六

O
万
円
あ

ま
り

K
な
り
ま
す
。

た
ば
こ
は
地
元
で
買
上
げ
た
も
の

に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
地

元
の
商
屈
を
大
い
に
利
用
し
て
下
さ

電気税は町にどのくら

いもどったか

一世帯あたり

一人あたり

町税の種類
収入額 収入額 差 号|

( 5 0年) ( 4 9年) 増 滅

町 民 税 6，774万円 8，680万円 ム 1.90 万円6 

固定資産税 6，598" 4，660" 1，938 

軽自動車税 27611 261" 16 

たばこ消費税 1，099// 995// 104 

電 気 税 562// 575" ム 13 

特別土地保有税 395// 347" 49 

メ日弘、 計 15，704// 15，516" 188 
3，333円

836円



(5) 昭 和 町 広報

おもな支出
一般会計 7億 74 1 1万円

応
対
白
口
一
一

口
例
町
叫
こ

議 会費

1，9 8 3万円

総 務費

1億 20 0 9万円

民生費

1億 o5 3 8万円

衛生費

7，4 3 6万円

農林水産業費

5. 9 4 2万円

商工費

221万円

土木費

7，9 2 6万円

消防費

2，7 1 9万円

~\~JII/ 

教 育費

2億 34 7 8万円
災 害 復 旧 費

5 6 6万円

公債 ‘費

4，589万円

諸支出金

4万円

〈町の財産〉 〈町の借金〉

土 地 67，312 m' 
土地・建物

建 物 9，536 m' 

第 一勧 業銀 行券 87，750円
有 価

プラスチック処理センター 1 10，000円
証 券

日本電々公社債 40，000円

出資による権利 農 業 信 用 基 金 出 資 金 他 3 52，000円

地方病溝渠事業債 3億 5，87 8万円

地 義務教育施設事業債 2億 5，1 9 5万円

方 減税補てん債 2万円

債 公営住宅建設事業債 597万円

道路整備事業債 4，5 5 1万円

債 耕地整備事業他 1億 2，26 9万円

務 総 額 4億 6，2 σ1万円

言十 12億 4，6 9 3万円

特別会計の決算

メヱEミh 計 歳 入 歳 出 差引繰越額

国保会計 1億 2378万円 1億 2140万円 238万円

渇水対策
392万円 1 6万円 376万円

特別会 計



DB 和 町 広 報 (6) 

明るい町づくり

区画整 なt!!泌・要治、

住宅地や工業地を計画的に造成する

ことがでぎます。

〈従

道路や宅地の排水がよくなり、歩行

も楽に、まちも衛生的になります。

児童公園の中では、子供たちが伸々

とノ

近るさ幹
代よれ線
的う、的

にに安な
なな心道
るりし路
でまては
しす ν
よ 。ヨ歩

うまツ道
。たピと

、γ車

まグ道
ちもが
並で分
もき離

わたしたちが住んでいる町のまわりを眺め

てみましょう。

新しい都市計画で分けられた市街化区域K

は建物がつぎつぎに不規則K建られています。

しかし道路はどうでしょう。古い音のままの

狭い道路しかなく、このままの状態で開発が

進みますとやがて建物だけが密集し道路、公

園、下水道は作れず、日常生活に不便なばか

りでなく、万一地震、火災、台風などのとき

には大きな被害を受ける恐れにとfります。

このような欠陥をなくして住みよい街をつ

くる lとは道路の築造とか、公園の造成、排水

施設などの 1つ 1つを実施する方法もありま

すが町では乙のような公共施設をすぐつくれ

る財源はなく時がたつにつれ無秩序な開発が

すすむほか、その周囲の土地の中に利用でき

ない不整形な土地が残ったりして十分な効果 i 
は望めません。

そこでどの土地も十分に利用できるように

土地の交換分合を行ないながら、道路、公園

排水などの工事を同時に実施できる土地区画

整理が必要になってきます。市街化区域では

大いに本事業をとりいれるべきでしょう。

宅地が整形になりますので有効に使

用することができます。

お客様の訪問も楽になります。



(7) 和

壬t分ず ぽラ

報広町昭

投
票
日
は
旬
月
5
日

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

，xxxxxxxxxxxxxx沢、

戦
後
十
三
回
目
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
、
墨
田
同
裁
判
所
裁

U

判
官
国
民
審
査
が
併
わ
せ
て
、
十
二
月
五
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
以

わ
た
し
た
ち
国
民
が
自
由
に
だ
れ
を
も
選
べ
る
権
刺
を
持
つ
以

大
事
な
一
票
で
す
。
私
た
ち
の
郷
土
か
ら
送
り
出
す
政
治
を
あ
以

ず
か
る
代
表
を
よ
く
見
-
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
選
び
ま
し
以

よ
'
つ
0

4

投

票

で

き

る

人

投
票
で
き
な
い
人

投
票
で
き
な
い
人
は
、
昭
和
町
外

K
転
出
し
た
人
。
昭
和
五
十
一
年
十

二
月
五
日
比
満
二
十
才
K
な
ら
な
い

へ
そ
の
ほ
か
公
職
選
挙
法
の
規
定

に
よ
り
選
挙
権
を
有
し
な
い
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

昭和[-j1年 12月 5日執行

衆議院議員選挙時登録者数調べ

投 票区 男 女 計

第 理官
247 254 (1) 501 (1) 

269 280 549 

一
阿原 131 157 288 

計 647 691 (1) 1.338 (1) 

第
一区 203 184 387 

一区 502 506 (1) 1，008 (1) 

一 新田 96 105 201 
一 計 801 795 1，596 

第
築地 225 (1) 222 (1) 447 (2) 

飯 喰 118 (1) 121 239 (1) 
河西 196 (1) 225 (1) 421 (2) 

一
上河東 275 (1) 292 567 (1) 

一 計 814 (4) 859 (2) 1，674 (6) 
第 清 水 182 193 375 

四 計 182 193 375 
i口~ 計 2，444 (4) 2，538 (3) 4，983 (7) 

不

在

者

投

票

。
八
月
五
日
以
降

転
入
さ
れ
た
方
へ
ん
ヅ

不
在
者
投
票
を
す
る
K
は
、
三
つ

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

①
有
壁
台
の
本
人
が
、
所
属
す
る

投
票
区
以
外
で
職
務
ま
た
は
輩
霧

に
従
事
中
の
場
合

②
や
む
を
え
な
い
用
務
や
事
故
の

た
め
昭
和
町
を
離
れ
て
旅
行
申
ま

た
は
滞
在
中
の
場
ム
弓

③
疾
病
、
負
侵
妊
娠
、
老
衰
、

不
具
あ
る
い
は
産
じ
ょ
く
比
あ
る

た
め
歩
行
が
著
し
く
困
難
な
場
合

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
投
票
日

比
自
ら
投
票
所
に
き
て
投
票
で
き
な

い
場
合
で
す
。

(注) ()内は、登録基準日(1 1月 14日〕の
翌日(1 1月 15日)から投票期(12月5日〕
までに満 20才に達する登録者数

昭
和
五
十
一
年
八
月
五
日
か
ら
同

年
十
二
月
四
日
ま
で
に
、
他
市
町
村

か
ら
転
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
前
住

地
の
市
町
村
の
「
居
住
証
明
」
を
お

持
い
た
だ
き
、
受
付
に
提
出
願
え
れ

ば
投
票
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

〈投票所案内図〉

O

年
令
面
芹

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
六
日
以
前

K
出
生
し
た
も
の
。

O

住
所
要
件

昭
和
五
十
一
年
八
月
十
四
日
以
前

か
ら
住
民
基
本
台
帳
K
記
録
さ
れ

て
い
る
者
及
び
同

日
以
前
K
転
入
の

届
出
を
し
た
も
の
。

第 2投票所

ーー~! パイパスへ斗

Ljl深川屋 一一目
西

保条町
育 |

秋高lnl

第 1投票所 . 

甫白土干

草「
第 3投票所



スポーツの

秋を飾る、体育

祭、運動会が終り、

全員参加を呼びかけたも

のの、年Cとに急増する人口

昭

増で出場出来なかった人たちも多

かったでしょう。反面、各部搭ごとで

行なわれている運動会も、年々増

えてきています。健康づくり

花、運動会ばかりでなく

はば広いスポーツ K

参加しましょ

和 町 広報 (8) 

お母さんもこしをのばして ~町体育祭から~



報

2 0才代 3 0才代 4 0才代 5 0才代 6 0才代

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 169% 44% 76% 58% 60% 48% 55% 31 % 50% 70% 

2 31 % 43% 16% 38% 32% 47% 45% 62% 41% 20% 

3 O 13% 8% 4% 8% 5% O 7% 9% 10% 
円
凶

ν体
育
意
識
調
査
か
ら

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
時
状
況
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考

え
方
を
調
査
し
、
今
後
の
社
会
体
育
の
振
興
の
た
め
の
資
料
に

す
る
た
め
体
育
指
導
委
員
が
行
な
っ
た
意
識
調
査
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
(
く
わ
し
い
表
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
)

主
な
も
の
を
上
げ
て
み
ま
す
と
、

て
ス
ポ
ー
ツ
は
好
き
で
す
か
、
き

ら
い
で
す
か
と
い
う
質
問
で
は
次

の
表
の
通
り
で
す
。

広町和昭(9) 

好き

好きでもきらいでもない

きらし可

1

2

3

 

乙
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
K
好
き

と
答
え
た
人
が
全
体
で
五
七
%
に

な
り
、

2
の
好
き
で
も
き
ら
い
で

も
な
い
を
含
め
る
と
各
年
代
と
も

九
O
%
を
こ
え
て
い
る
。
き
ら
い

と
答
え
た
人
は
わ
ず
か
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
は
全
員
の
参
加
が
で
き

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

ニ
、
日
常
ど
の
く
ら
い
ス
ポ
ー
ツ
や

運
動
を
し
て
い
ま
す
か
。

-
ほ
と
ん
ど
毎
日
し
て
い
る
。

2

週
2
)
3
回
ぐ
ら
い
。

ー

月

2
J
3
回
ぐ
ら
い
。

4

何
回
と
決
め
ず
、
た
ま
げ
仏
す

る
程
度

G

ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。

下
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

「
伺
固
と
決
め
ず
、
た
ま
げ
仏
す
る
」

「
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
」
と
答

え
た
人
が
圧
倒
的
K
多
く
、
一
の

調
査
で
好
き
と
答
え
た
人
も
計
画

的
K
実
施
し
て
い
る
人
は
少
な
い

2 0才代 3 0才代 4 0才代 5 0才代 6 0才代

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 0% O 4% 3% 7% 5% O O 12% O 

2 10% 6% 4% 3% 7% 5% '27% O O O 

3 21% 13% 40% 8% 11% 5% O 8% O O 

4 37% 33% 28% 57% 52% 45% 46% 38% 38% 22% 

5 32% 48% 24% 29% 23% 40% 27% 54% 50% 78% 

こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
し

て
い
ま
す
か
と
い
う
質
問
で
は
、

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
多
く
、

高
年
令
層
K
い
く
に
し
た
が
っ
て

ラ
ジ
オ
体
操
や
散
歩
が
多
く
な
っ

て
い
る

u

女
子
は
バ
レ
l
、
ラ
ジ

オ
体
操
が
多
く
ナ
ワ
ト
ビ
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
な
ど
巾
広
く
行
な
っ
て

1

・
〉
。
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-
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回
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
理
由
は
、
男

は
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
だ
か
ら
と
か

楽
し
み
ゃ
気
晴
し
の
よ
う
に
、
ス

ポ
ー
ツ
そ
の
も
の
を
愛
す
る
人
が

多
く
、
一
方
女
子
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
運
動
不
足
を
感
ず
る
た
め

に
、
意
識
的
に
運
動
し
て
い
る
傾

向
が
み
ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
い
ろ
い
ろ
の
要
素

を
も
っ
て
い
る
の
で
、
ひ
と
つ
の

理
由
で
行
っ
て
い
る
も
の
は
少
な

く
、
同
時
に
、
親
睦
の
た
め
で
あ

っ
た
り
、
健
康
の
た
め
で
あ
っ
た

り
す
る
。

五
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
を
し
な
い
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
質
問
で
は
「
仕

事
が
忙
が
し
い
か
ら

」
と
い
う
の

が
圧
倒
的
K
多
い
。
五
十
代
六

十
代
に
な
る
と
年
を
と
っ
た
か
ら

と
い
う
人
も
多
く
な
る
が
、
年
を

と
っ
た
り
、
仕
事
で
忙
が
し
い
時

乙
そ
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
疲
れ
を
し

ら
な
い
健
康
的
な
生
活
を
維
持
υ

て
い
く
に
は
、
適
度
の
運
動
が
必

要
で
す
。

で
こ
れ
か
ら
行
な
っ
て
み
た
い
種

目
と
し
て
は
、
男
女
と
も
歩
け
歩

け
運
動
の
希
望
が
圧
倒
的
に
多
く

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
キ
ャ

ッ

チ
ボ
ー
ル
が
続
い
て
い
る
。
女
子

は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
体
操
な
ど
の
順
に
な
っ
て

い
る
。

七
、
町
の
体
育
協
会
や
体
育
関
係
者

に
対
す
る
希
墓
意
見
と
し
て

-
施
設
、
設
備
の
充
実

Z
行
事
が
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

る
感
が
す
る
の
で
楽
し
く
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

ー
体
育
協
会
の
費
用
の
つ
か
い
か

た
を
考
え
て
ほ
し
い
(
特
に
ス

キ
l
パ
ス
)

4
初
心
者
の
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
講
習
会
を
実
施
し
て
ほ
し

5
四
O
才
以
上
の
人
た
ち
で
楽
し

め
る
競
技
や
大
会
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。

6
球
技
大
会
と
合
せ
て
陸
上
競
技

会
等
も
入
れ
、
冬
期
は
剣
道
、

柔
道
、
銃
剣
道
等
は
ば
広
い
ス

ポ
ー
ツ
を
と
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

ま
だ
ま
だ
、
多
く
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
紙
面
の
都
合
で
は
ぶ
き
ま

す
が
、
皆
様
方
の
希
望
は
体
協
の
役

員
会
な
ど
で
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
上
、
主
な
調
査
項
目
に
つ
い
て

ふ
れ
て
み
ま
し
た
が
、
町
民
は
ス
ポ

ー
ツ
の
好
き
な
人
が
多
い
割
に
、
実

際
民
行
な
っ
て
い
る
人
(
常
時
活
動

と
し
て
)
が
す
く
な
い
。
運
動
不
足

と
う
っ
た
え
て
い
る
人
が
多
い
わ
け

で
す
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
以
外
K
あ
り
ま
せ
ん
。
体
育
指

導
委
員
も
こ
れ
ら
の
調
査
を
参
考
に

し
、
町
民
の
皆
様
が
一
人
で
も
多
く

ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
研
究
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
調
査
に
C
協
万
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
(
昭
和
町
体
育
指
導
委
員
会
)
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青色申告のおすすめ
一新規開業・白色申告者

報

納税はお早めl之
一督促手数料が上がりました

広町和目白

税
金
の
督
促
手
数
料
が
上
が
り
ま
し
た
・
・
:
:
税
条
例

の
改
正
に
よ
り
、
昭
和
五
十
一
年
度
課
税
分
の
税
金
よ

り
督
促
宇
数
料
が
従
来
十
円
だ
っ
た
も
の
が
五
十
円
に

引
と
け
ら
れ
ま
し
た
。

督
促
子
数
料
は
税
金
を
滞
納
し
た
特
定
の
λ
の
た
め

に
と
ら
れ
る
督
足
と
い
う
役
務
の
費
用
を
償
う
た
め
に

徴
収
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
諸
物
価
高
謄
な
ど
に
よ

り
従
来
の
額
で
は
こ
れ
花
見
合
わ
ず
手
致
料
引
上
け
を

余
儀
な
く
さ
れ
今
回
の
輩
且
が
と
ら
れ
た
も
の
で
、
税

金
を
納
め
る
に
は
納
期
内
K
お
忘
れ
な
く
納
税
し
て
下

P

、?、。
、，、，
fv

⑧
色
里
口
を
す
る
た
め
の
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

帳
簿
は
誰
K
で
も
つ
け
ら
れ
る
や
さ
し
い
も
の
で
す
。

記
帳
は
商
売
繁
栄
の
第
一
歩

⑥
々
な
特
典
を
利
用
す
る
と
青
色
里
口
の
方
が
有
利

で
す
。青

色
申
告
は
節
税
の
第
一
歩

青
色
申
告
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
お
気
が
る
に
と
相

談
く
だ
さ
い
。

甲
府
税
務
署
所
得
税
部
門

青
色
申
止
門
指
導
担
当

電
話
O
五
五
二
，--、

一
一一一、ーノ

一一

一内
線
二
四
五

象
他
人
解
u奴
φ

農
地
ぱ

正
レ
<
筆
記
さ
れ
て
い
ま
す
仇

農
地
改
革
に
よ
り
解
放
さ
れ
た

農
地
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
権
利

は
正
し
く
登
記
さ
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

解
放
農
地
の
登
記
は
農
業
委
員

会
と
県
が
そ
の
事
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
戦
後
の
過
渡
期
に
処

理
し
た
た
め
、
一
部
に
登
記
も
れ

や
、
ま
ち
が
っ
た
登
記
を
し
た
も

の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
調
査
K
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
登

記
を
一
日
も
早
く
完
全
な
も
の
に

し
て
く
だ
さ
い
。

登
記
の
す
ま
な
い
も
の
、
ま
ち

が
っ
て
い
る
も
の
、
文
は
地
図
(
公

図
)
の
ま
ち
が
い
を
、
そ
の
ま
ま

K
し
て
お
く
と
、
あ
な
た
は
思
わ

ぬ
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
正
し
い
登
記
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

昭
和
五
三
年
一
月
一
日
以
後
民
登

記
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
あ
な
た

が
登
記
税
を
支
払
う
こ
と
K
な
り
ま

す
。
も
う
一
度
つ
ぎ
の
こ
と
を
注
意

し
て
調
べ
て
下
さ
い
。

権
利
証
(
登
記
済
証
)
が
あ
っ
て

も
、
住
所
、
氏
名
な
ど
が
登
記
簿
に

ま
ち
が
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
た
り
、

損
苔
の
位
置
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
乙

と
が
あ
り
ま
す
か
ら
法
務
局
(
登
記

所
)
の
登
記
簿
を
閲
覧
し
て
、
た
し

か
め
て
く
だ
さ
い
。

登
記
が
も
れ
て
い
る
方
、
ま
ち
が

っ
た
登
記
を
発
見
さ
れ
た
方
は
役
場

内
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
県
民

次
の
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
登
記
連
絡
表

雲集

会
先
渡
を
受
け
た
晶
伺
)

昭
和
町
畠
笹
木
委
員

県

農

地

課

殿

←→ 

登
記
が
も
れ
て
い
る

土
地
の
表
示

大

字

字

地

番

地
目

年受し売
月け
日たを渡

内

訳

既
墾
地
解
放
小
作
地

開
拓
地
入
植
・
増
反

口

登
記
が
ま
ち
が
っ
て
い
る

年受し売
月け
日たを波

内

訳

既
墾
地
解
放
小
作
地

開
拓
地
入
植
・
増
反

な
り
ま
す
。
も
し
、
そ
の
請
求
が
不
当
な
目
的
K
よ

る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
乙
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ

と
K
な
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
籍
の
閲
覧
は
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

御
注
意

本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の
事
白
を
示
し
て

戸
籍
の
謄
本
の
本
企
刊
を
受
け
た
と
き
は
、
過
料
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
も
「
請
求
の
事
由
」

を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
必
ず
現
金
書
留
か

郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
謄
本
の
請
求
に
は

「
使
用
目
的
」
を
明
ら
か
に

十
二
月

一
日
か
ら
戸
籍
謄
本
の
交
位
請
求
の
し
か

た
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正
の
理
由
は
、
戸
籍
を
不

当
に
利
用
し
て
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

一
日
以
後
、
他
人
の
戸
籍
や
除
籍
の
謄
本
を
請
求

す
る
と
き
は
「
請
求
の
事
由
」
つ
ま
り
伺
の
目
的
に

使
用
す
る
か
を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ
く
乙
と
に

地
積

備
考

備
考



報

軽
油
引
取
税
は
道
路
の
費
用
K

充
て
る
た
め
課
さ
れ
る
県
税
で
す
。

し
か
し
特
定
の
用
途
に
供
さ
れ
る

軽
油
の
引
取
り
に
つ
い
て
は
、
免

税
の
措
置
が
採
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

免
税
対
象
と
な
る
も
の
に
は
、

畠
薪
用
で
あ
り
、
軽
油
を
使
用
し

危
険
物
処
理
場
の
使
用
、
か

変
り
ま
し
た
。

広

危
険
物
な
ど
の
処
理
は
、
処
理
セ

ン
タ
ー
の
建
設
ま
で
の
暫
定
期
間
と

し
て
、
下
押
越
地
内
の
処
理
場
で
処

理
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
不
法
投
棄

が
著
し
く
、
こ
の
た
び
処
理
場
代
塀

及
び
一
扉
の
設
置
を
設
け
投
入
指
定
日

時
を
決
め
、
不
法
投
棄
児
対
し
て
は

処
分
処
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

O
投
入
指
定
日
時

第
一
土
曜
日

毎
月
(第

三
日
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
J
十
二
時

O
不
法
投
棄
処
置

指
定
日
以
外
K
周
囲
へ
拾
て
た
場

合
は
、
町
内
舛
を
問
わ
ず
不
法
投
棄

と
し
て
判
明
次
第
法
律
に
よ
り
罰
金

(
五
万
円
以
下
)
ま
た
は
告
訴
処
分

い
た
し
ま
す
。

町和日百

下
押
越
の
危
険
物
処
理
場

農
耕
用
軽
油
価
格
に

免
税
措
置
が

。。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
動
力
機
械
で

免
税
額
は
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
十

九
円
五
十
銭
で
す
。

な
お
免
税
の
交
付
を
受
け
る

合
は
、
く
わ
し
い
こ
と
を
中
部
県

税
事
務
珂
間
税
第
二
課
、
電
話

。
五
五
二
三
七
一
一
一

一
番

内
線
七
三
、
ま
た
は
役
場
振
興
課

一
一
一
一
一
番
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

交
通
事
故
無
料

相
談
所
開
設

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
里
肘
市
K
「
自
動
車
保
険
重
水

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま

す。
甲
府
調
査
事
務
所
に
て
寿
牛
経
験

の
あ
る
専
問
の
相
談
員
が
強
制
(
自

賠
)
任
意
を
問
わ
ず
、
自
動
車
保
険

の
請
求
並
び
に
示
談
等
交
通
事
故
K

関
す
る
全
般
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す。
相
談
料
は
一
切
無
料
で
す
の
で
お

気
軽
K
相
談
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ム
開
設
場
所

甲
府
市
丸
の
内
一

l
十
二

l
四

安
田
火
災
ビ
ル
三
崎
自
動
車
保

険
料
率
算
定
会
甲
府
調
査
事
務
所

内
甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

ム
相
談
時
間

平
日
九
時
三
十
分
l
十
六
時
三

十
分

土
曜
日
九
時
三
十
分
l
十
二
時

ム
電
話
番
号

O
五
五
二
(
三
七
)
五
八
三
O
番

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

事
故
防
止
を

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
他
の
熱
資
源
氏

比
べ
て
急
速
に
普
及
し
た
乙
と
は
、

簡
単
な
施
設
で
利
用
で
き
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
普
及

率
の
向
上
K
伴
い
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に

よ
る
災
害
事
故
4
b
増
加
し
、
人
的
、

物
的
被
害
も
大
き
く
、
各
地
で
寿
発

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
よ
り
安

全
に
よ
り
上
手
に
使
い
、
い
っ
そ
う

豊
か
な
暮
し
づ
く
り
の
た
め
に
次
の

点
K
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一、

L
Pガ
ス
は
都
市
ガ
ス
に
比
べ

比
重
が
重
く
漏
洩
し
た
場
合
地
面

を
は
う
よ
う
に
た
ま
り
ま
す
。

/
ガ
ス
臭
い
/
と
思
っ
た
と
き
は

ま
ず
窓
や
戸
を
全
開
し
て
ホ
|
キ

な
ど
で
ガ
ス
を
追
い
出
し
、
新
鮮

な
空
気
を
室
内
花
入
れ
、
ガ
ス
の

元
栓
を
し
め
、
消
防
機
関
や
関
係

業
者
へ
連
絡
す
る
。

二
、
古
い
ゴ
ム
管
は
、
ガ
ス
も
れ
の

も
と
で
、
新
し
い
良
質
の
も
の
を

使
う
よ
う
に
す
る
。

と
き
ど
き
点
検
を
し
弾
力
が
な
く

な
っ
た
り
折
り
曲
げ
て
ヒ
ビ
割
れ

し
て
い
る
も
の
は
早
自
に
と
り
か

'えマ。。

三
、
ガ
ス
器
具
の
汚
れ
、
特
K
パ
l

ナ
ー
の
目
づ
ま
り
は
、
不
完
全
燃

焼
の
原
因
で
す
。
器
具
の
手
入
れ

を
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ム
ホ

i
ス

の
締
付
け
個
所
の
点
検
を
す
る
υ

四
、
長
時
間
ガ
ス
器
具
を
使
う
場
合

は
、
部
屋
の
換
気
K
充
分
注
意
す

す。。

最低賃金改定の

おしらせ

一山梨労働基準局一

山
梨
県
労
働
基
準
局
で
は
、

山
梨

県
最
底
賃
金
を
次
の
と
お
り
改
定
し

ま
し
た
。

こ
の
改
定
の
適
用
地
域
、
適
用
労

働
者
、
適
用
使
用
者
は
山
梨
県
全
歳

で
労
働
者
に
係
る
最
底
賃
金
額
(
精

皆
手
当
、
通
勤
宇
当
、
家
族
手
当
は

こ
の
最
底
賃
金
K
算
入
し
な
い
)
一

日
二
、

O
八
六
円
(
改
定
前
一
、

九一

O
円
)
で
、
一
日
の
所
定
労
働

時
聞
が
事
業
場
の
一
般
労
働
者
の
所

定
明
働
時
間
よ
り
短
い
者
ま
た
は
賃

金
の
大
部
分
が
時
間
K
よ
っ
て
定
め

ら
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
一
時

間
二
三
九
月

た
だ
し
、
座
繰
生
糸
製
造
業
民
係

る
繰
糸
、
再
繰
ま
た
は
煮
繭
の
業
務

K
主
K
働
く
人
に
つ
い
て
は
、
一
日

一
、
八
八
六
円
(
短
時
間
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
一
時
間
二
三
六
円
)
托

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
五
十
一
年
十
一
月

二
十
日
。



M 報広町和昭

昭
和
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
婦
人
講
座
を
開
設
い
た
し
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

中
央
公
民
館
、
電
話
三
七
三
七
番
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

域
e

つ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
に

婦
人
と
し
て
の
役
割
を
確
立

す
る
。

1. 

期
間

2. 

主
な
学
習
課
題

美
し
く
な
る
た
め
に

昭
和
五
十
一
年
十
一
月
j
昭

性

教

育

と

男

女

交
際
に
つ
い
て

和

五

十

二

年

三

月

ま

で

望

ま

し

い

家

族

関

係

会
場
昭
和
町
中
央
公
民
館

4

町
の
行
財
政
に
つ
い
て

対
象
町
内
に
在
住
す
る
婦
人

5

知
っ
て
お
き
た
い
電
気
の
知
識

主
催
昭
和
町
教
育
委
員
会

G

食
生
活
と
健
康
管
理

協
力
昭
和
町
婦
人
会

1

日
常
の
経
済
知
識

趣
旨

変
ぼ
う
す
る
社
会
民
対
応
す

8

郷
土
の
歴
史
を
た
ず
ね
て

る
婦
人
の
創
造
的
な
知
性
と
弘
消
費
と
家
庭
生
活

豊
か
な
人
間
性
を
養
い
、
地
日
や
さ
し
い
法
律
知
識

w

調
定
と
は
、
裁
判
官
と
民
間
の
良
民
事
調
定
と
家
事
調
定
…

…

。

識

あ

る

人

二

人

以

上

が

加

わ

っ

て

作

川

η

度
ら
れ
た
調
雲
員
会
が
当
事
者
の
言
調
定
に
は
民
事
調
定
と
家
事
調
定

M

M

到
い
分
を
聞
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
事
実
と
が
あ
り
ま
す
が
、
家
事
調
定
は
婚

w
l
'
 

N
E
も
調
べ
、
法
律
的
な
評
価
も
考
慮
に
姻
、
相
続
を
め
ぐ
る
争
い
の
よ
う
に
小，，

 

M

K

M

入
れ
な
が
ら
、
条
理
に
基
づ
い
て
争
キ
稿
、
親
子
の
関
係
そ
の
他
家
庭
K

M

F

王ロ
-

川
訪
い
の
当
事
者
を
説
得
し
、
そ
の
主
張
関
す
る
紛
争
を
取
り
扱
う
も
の
で
す

w

w

し
を
互
に
歩
み
寄
ら
せ
、
当
事
者
の
合
民
事
調
定
は
、
こ
れ
以
外
の
民
事
M

M

た
言
基
づ
き
争
い
を
実
情
に
即
し
て
に
関
す
る
争
い
を
取
り
扱
う
も
の
で

w

…

き

解

決

す

る

制

度

で

す

。

霊

で

一

刀

両

断

的

K
解
決
す
る
前
…

…
お
調
定
は
、
訴
訟
ほ
ど
に
は
手
続
が
に
、
公
正
な
第
三
者
の
斡
旋
に
よ
り
…

仏

r

h

厳
格
で
な
い
た
め
、
素
人
で
も
簡
単
理
性
的
な
話
合
い
で
円
満
に
争
い
を
例H

H
 

M

J

K

利
用
で
き
る
上
、
言
い
分
も
法
律
解
決
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
た
め
の

M

M

て
的
な
制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
民
述
も
の
で
す
。

M

M
H

円

μ

F

W

牛
ハ
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
国
民
一

M
O
般
の
支
持
を
受
け
、
訴
訟
に
匹
敵
す

仰
る
程
の
利
用
者
を
数
え
て
い
ま
す
。

M

3 

吾火

a.民

后 1~ 3時

12月 15日(水〉

52年

1月 15日(土〉

相政行

とき

后 1---4時
12月 15日(水〉
52年
1月 12日(水〉
1月26日(水〉

中央公民館

心配ごと 相談

とき

中央公 民 館
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J
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小
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沢
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父
二
三
雄

清

水

新
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欝

叫

俊

登

F

飯

喰

~

~

畑

野

圭

子

父

松

雄

押

越

土

橋
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子

~

志

村

健

次

父

一
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二
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水
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~

押
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堀

内
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子

父
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史

上
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J

遠
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